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R8.2.26～27

						がん委員会　　医師 イインカイ イシ		※　2月26日　13:40～17:30まで　がんと肝とは別研修室になります。 ガツ ニチ カン ベツ ケンシュウシツ

						肝疾患委員会　医師 カンシッカン イインカイ イシ

				2月26日（木） キ				がん病態栄養専門管理栄養士研修（募集60名） ビョウタイエイヨウセンモンカンリエイヨウシ ケンシュウ ボシュウ メイ		肝疾患病態栄養専門管理栄養士研修（募集20名） カンシッカン ビョウタイエイヨウセンモンカンリエイヨウシ ケンシュウ ボシュウ メイ



				10:00～10:30　　　　　		　　  10:00～10:30　　　　　		受付		受付

				10:30～１７：３０		10:30～10:40                 		開会挨拶		開会挨拶

						10:40～11:40		C1＋L1：呼吸・循環動態に関わる講義		C1＋L1：呼吸・循環動態に関わる講義

								全身管理：血圧,血液ガス,酸素飽和度,心電図,脈,舌状態等 		全身管理：血圧,血液ガス,酸素飽和度,心電図,脈,舌状態等 

								講師：中屋 豊 先生（吉野川病院）		講師：中屋 豊 先生（吉野川病院）

						11:40～１２：４０		C2＋L2：画像の読み方・がん治療に関わる講義		C2＋L2：画像の読み方・がん治療に関わる講義

								X線撮影（腫瘍・石灰化・肺炎・胸水貯留等）		X線撮影（腫瘍・石灰化・肺炎・胸水貯留等）

								X線CT装置,ストーマ		X線CT装置,ストーマ

								講師：奥川 喜永 先生（三重大学医学部附属病院）		講師：奥川 喜永 先生（三重大学医学部附属病院）

						12:40～13:40		昼食（休憩）/ プラネックス内見学 希望者（30分）		昼食（休憩）/ プラネックス内見学 希望者（30分）

						13:40～14:40		C2＋L２:エコの読み方 ヨ カタ		C2＋L２:エコの読み方 ヨ カタ

								腹部エコー検査の診断　講師:矢野　怜　先生　(愛媛大学医学部附属病院) フクブ  ケンサ シンダン コウシ  ヤノリョウ  リョウ  センセイ  エヒメダイガク  イガクブ  フゾクビョウイン 		腹部エコー検査の診断　講師:矢野　怜　先生　(愛媛大学医学部附属病院) フクブ  ケンサ シンダン コウシ  ヤノリョウ  リョウ  センセイ  エヒメダイガク  イガクブ  フゾクビョウイン 

						14:40～14:50		休憩		休憩：（別部屋　移動） キュウケイ ベツ ヘヤ イドウ

						14:50～１５：５０		C3：がん治療に関わる講義；レジメン・放射線療法・免疫療法等		L3：肝疾患の診断・治療の決定（１） カンシッカン シンダン チリョウ ケッテイ

								問診（内容）,検査（レントゲン、血液、腫瘍マーカー）,診断		肝機能検査の見方と画像検査、肝硬変の身体所見(日浅) カンキノウケンサノ  ミカタ  ガゾウケンサ  カンコウヘンノ  シンタイショケン  ヒアサ 

								治療（手術・化学放射線療法・免疫療法）,管理上の注意点（説明）		アルコール性肝障害と問診診断(日浅) モンシン  シンダン  ヒアサ 

								問診（確認内容）,体重による化学療法のレジメン（投与量）の決定		肝硬変の合併症と栄養管理のポイント(日浅、西村) カンコウヘンノ  ガッペイショウ  エイヨウ  エンヨウカンリ  ヒアサ  ニシムラ 

								化学療法による副作用の出現と対策,骨髄抑制による貧血（見分け方）

								外来化学療法室　外来化学療法室で実践,症例カンファレンスの実際

								講師：犬飼　道雄　先生（岡山済生会総合病院）		講師：日浅　陽一　先生（愛媛大学医学部附属病院）、西村　佳代子　先生(岐阜大学医学部附属病院) ヒアサ ヨウイチ センセイ エヒメダイガクイガクブフゾクビョウイン ニシムラ  カヨコ  センセイ  ギフダイ゛カク  イガクブ  フゾクビョウイン 

						15:50～16:00		休憩		休憩（16:30～16:40）

						16:00～17:00		C4：がん精査から診断・治療の決定		I3：GLIM基準（二次性サルコペニア） キジュン ニジセイ

								問診（内容）		肝硬変の二次性サルコペニアの診断(握力測定、BIA法)

								検査（レントゲン、血液、腫瘍マーカー）		講師：行本　敦　先生（愛媛大学医学部附属病院）、西村　佳代子　先生(岐阜大学医学部附属病院) カヨコ  センセイ  ギフダイガク  イガクブ  フゾクビョウイン 

								診断と治療（手術・化学放射線療法・免疫療法）		I４：不顕性、顕性肝性脳症の診断法

								インフォームドコンセント（説明）		不顕性、顕性肝性脳症の診断法(NPテスト、ストループテスト)

								講師：水野 英彰 先生（悦伝会目白第二病院）

						１７：００～１７：３０		E：GLIM基準（実践）		講師：行本　敦　先生、矢野　怜　先生（愛媛大学医学部附属病院）、
西村　佳代子　先生(岐阜大学医学部附属病院) コウシ ユキモト  アツシ  センセイ ヤノリョウ  リョウ  センセイ  エヒメダイガク  イガクブ  フゾク  ビョウイン ニシムラ  カヨコセンセイ  ギフダイガク  イガクブ  フゾクビヨウイン  ビョウイン 

								GLIM基準の実践 キジュン ジッセン



				9:00～12:00		合同実地研修（班別） ゴウドウ		　F-1：ICU（術後を中心として）ベットサイドで実践		F-1：ICU（術後を中心として）ベットサイドで実践

				1班 ハン		9:00～9:45		　　管理上の注意点（説明）,ICUモニターの診かた		管理上の注意点（説明）,ICUモニターの診かた

				2班 ハン		9:45～10:30		　　酸素吸入,尿量,廃液（色・量による判定）		酸素吸入,尿量,廃液（色・量による判定）

				3班 ハン		10:30～11:１５		　　輸液ポンプの使い方等,血糖等の管理		輸液ポンプの使い方等,血糖等の管理

				4班 ハン		11:１５～１２：００		　　ICUから一般病棟への転棟基準		ICUから一般病棟への転棟基準

				5班 ハン		1２：０0～１２：４５		　　講師：水野 英彰 先生（悦伝会目白第二病院）		講師：水野 英彰 先生（悦伝会目白第二病院）

								　F-2：経腸栄養剤投与の実践 ケイチョウ エイヨウザイ トウヨ ジッセン		F-2：経腸栄養剤投与の実践 ケイチョウ エイヨウザイ トウヨ ジッセン

								　　経腸栄養ポンプ（音が鳴った時の対応）		経腸栄養ポンプ（音が鳴った時の対応）

								　　胃婁・腸瘻（チューブの種類と留置等）		胃婁・腸瘻（チューブの種類と留置等）

								　　膀胱バルーン ボウコウ		膀胱バルーン ボウコウ

								　　講師：奥川 喜永 先生（三重大学医学部附属病院）		講師：奥川 喜永 先生（三重大学医学部附属病院）

								　F-3：一般病棟　ベットサイドで実践		F-3：一般病棟　ベットサイドで実践

								　　バイタル確認（血圧、SpO2、体温等）		バイタル確認（血圧、SpO2、体温等

								　　フィジカルアセスメント（皮膚・口腔内の観察）		フィジカルアセスメント（皮膚・口腔内の観察）

								　　ストマの位置による便性状の違い		ストマの位置による便性状の違い

								　　講師：中屋 豊 先生（吉野川病院）		講師：中屋 豊 先生（吉野川病院）

								　F-4：外来化学療法室　外来化学療法室で実践		F-4：外来化学療法室　外来化学療法室で実践

								　　管理上の注意点（説明）、問診（確認内容）		管理上の注意点（説明）

								　　体重による化学療法のレジメン（投与量）の決定		問診（確認内容）

								　　化学療法による副作用の出現と対策,骨髄抑制による貧血評価		体重による化学療法のレジメン（投与量）の決定

								　　症例カンファレンス		化学療法による副作用の出現と対策,骨髄抑制による貧血評価　症例カンファレンス

								　　講師：犬飼　道雄　先生（岡山済生会総合病院） センセイ		講師：犬飼　道雄　先生（岡山済生会総合病院） センセイ

								　F-5：エコー検査・診断 ケンサ シンダン		F-5：エコー検査・診断 ケンサ シンダン

								　　肝の触診、脾の打診 ヒノ  ダシン 		肝の触診、脾の打診

								　　腹部エコー、フィブロスキャン、エラストグラフィーによる肝硬度診断		腹部エコー、フィブロスキャン

								　　脂肪減衰法による脂肪肝の程度診断		エラストグラフィーによる肝硬度診断、脂肪減衰法による脂肪肝の程度診断

								　　講師：日浅　陽一　先生、矢野　怜　先生、行本　敦　先生 
　　　　　　（愛媛大学医学部附属病院） ヒアサ ヨウイチ センセイ ヤノ  リョウ  センセイ  ユキモト  センセイ  エヒメ ダイガク イガク ブ フゾク ビョウイン		講師：日浅　陽一　先生、矢野　怜　先生、行本　敦　先生 （愛媛大学医学部附属病院） ヒアサ ヨウイチ センセイ ヤノ  リョウ  センセイ  ユキモト  センセイ  エヒメ ダイガク イガク ブ フゾク ビョウイン

						12:45～12:55		　講評・アンケート　研修修了		講評・アンケート　研修修了



						12:55～13:30		（受験者の方のみ）　昼食・休憩		（受験者の方のみ）　昼食・休憩

						13:30～15:00		がん病態栄養専門管理栄養士認定試験及び同時受験（受験希望者のみ）		肝疾患病態栄養専門管理栄養士認定試験及び同時受験（受験希望者のみ） カンシッカン





R７.2.8～９

				2月8日（土）



				　　 10:00～10:30　　　　　		受付

				10:30～10:40                 		開会挨拶

				10:40～12:10		A：呼吸・循環動態に関わる講義

						全身管理：血圧,血液ガス,酸素飽和度,心電図,脈,舌状態等 

						講師：中屋 豊 先生（吉野川病院）

				12:10～13:10		昼食（休憩）/ プラネックス内見学 希望者（30分）

				13:10～15:10		B：画像の読み方・がん治療に関わる講義

						    X線撮影（腫瘍・石灰化・肺炎・胸水貯留等）

						X線CT装置,MRI装置,超音波

						C：がん治療に関わる講義；レジメン・放射線療法・免疫療法等

						講師：奥川 喜永 先生（三重大学医学部附属病院）

				15:10～15:20		休憩

				15:20～16:50		D：がん精査から診断・治療の決定

						問診（内容）

						検査（レントゲン、血液、腫瘍マーカー）

						診断と治療（手術・化学放射線療法・免疫療法）

						インフォームドコンセント（説明）

						講師：水野 英彰 先生（悦伝会目白第二病院）

				17:00～17:30		E：GLIM基準（実践）





				2月9日（日）

				　　　 実地研修（班別）

				9:00～12:00

						F-1：ICU（術後を中心として）ベットサイドで実践

				管理上の注意点（説明）,ICUモニターの診かた

				酸素吸入,尿量,廃液（色・量による判定）

				輸液ポンプの使い方等,血糖等の管理

				ICUから一般病棟への転棟基準

				講師：水野 英彰 先生（悦伝会目白第二病院）



				　　　　　　　　　　　　　　		F-2：一般病棟　ベットサイドで実践

				管理上の注意点（説明）

				経腸栄養剤　開始基準,経腸栄養ポンプ,胃婁・腸瘻

				（チューブの種類と留置等）,バイタル確認（血圧、SpO2、

				体温等）

				ストマの位置による便性状の違い

				フィジカルアセスメント（皮膚・口腔内の観察）

				筋肉量測定・GLIM基準判定

				講師：奥川 喜永 先生（三重大学医学部附属病院）



						F-3：外来化学療法室　外来化学療法室で実践

				管理上の注意点（説明）

				問診（確認内容）

				体重による化学療法のレジメン（投与量）の決定

				化学療法による副作用の出現と対策,骨髄抑制による貧血評価　症例カンファレンス

				講師：中屋 豊 先生（吉野川病院）



				12:00～12:15		講評・アンケート　研修修了



				12:15～13:00　　		（受験者の方のみ）　昼食・休憩

				13:00～14:30		がん病態栄養専門管理栄養士認定試験及び同時受験（受験希望者のみ）






R8.2.26～27

						がん委員会　　医師 イインカイ イシ		※　2月26日　13:40～17:30まで　がんと肝とは別研修室になります。 ガツ ニチ カン ベツ ケンシュウシツ

						肝疾患委員会　医師 カンシッカン イインカイ イシ

				2月26日（木） キ				がん病態栄養専門管理栄養士研修（募集60名） ビョウタイエイヨウセンモンカンリエイヨウシ ケンシュウ ボシュウ メイ		肝疾患病態栄養専門管理栄養士研修（募集20名） カンシッカン ビョウタイエイヨウセンモンカンリエイヨウシ ケンシュウ ボシュウ メイ



				10:00～10:30　　　　　		　　  10:00～10:30　　　　　		受付		受付

				10:30～１７：３０		10:30～10:40                 		開会挨拶		開会挨拶

						10:40～11:40		　C1＋L1：呼吸・循環動態に関わる講義		C1＋L1：呼吸・循環動態に関わる講義

								　　全身管理：血圧,血液ガス,酸素飽和度,心電図,脈,舌状態等 		全身管理：血圧,血液ガス,酸素飽和度,心電図,脈,舌状態等 

								　　講師：中屋 豊 先生（吉野川病院）		講師：中屋 豊 先生（吉野川病院）

						11:40～１２：４０		　C2＋L2：画像の読み方・がん治療に関わる講義		C2＋L2：画像の読み方・がん治療に関わる講義

								　　X線撮影（腫瘍・石灰化・肺炎・胸水貯留等）		X線撮影（腫瘍・石灰化・肺炎・胸水貯留等）

								　　X線CT装置,ストーマ		X線CT装置,ストーマ

								　　講師：奥川 喜永 先生（三重大学医学部附属病院）		講師：奥川 喜永 先生（三重大学医学部附属病院）

						13:40～14:40		　C2＋L3:エコーの読み方 ヨ カタ		C2＋L２:エコの読み方 ヨ カタ

								　　腹部エコー検査の診断		腹部エコー検査の診断　講師:矢野　怜　先生　(愛媛大学医学部附属病院) フクブ  ケンサ シンダン コウシ  ヤノリョウ  リョウ  センセイ  エヒメダイガク  イガクブ  フゾクビョウイン 

						14:50～１５：５０		　　講師：矢野　怜　先生　(愛媛大学医学部附属病院) コウシ  ヤノリョウ  リョウ  センセイ  エヒメダイガク  イガクブ  フゾクビョウイン 		L3：肝疾患の診断・治療の決定（１） カンシッカン シンダン チリョウ ケッテイ

								　C3：がん治療に関わる講義；レジメン・放射線療法・免疫療法等		肝機能検査の見方と画像検査、肝硬変の身体所見(日浅) カンキノウケンサノ  ミカタ  ガゾウケンサ  カンコウヘンノ  シンタイショケン  ヒアサ 

								　　問診（内容）,検査（レントゲン、血液、腫瘍マーカー）,診断		アルコール性肝障害と問診診断(日浅) モンシン  シンダン  ヒアサ 

								　　治療（手術・化学放射線療法・免疫療法）,管理上の注意点（説明）		肝硬変の合併症と栄養管理のポイント(日浅、西村) カンコウヘンノ  ガッペイショウ  エイヨウ  エンヨウカンリ  ヒアサ  ニシムラ 

								　　問診（確認内容）,体重による化学療法のレジメン（投与量）の決定

								　　化学療法による副作用の出現と対策,骨髄抑制による貧血（見分け方）

								　　外来化学療法室　外来化学療法室で実践,症例カンファレンスの実際		講師：日浅　陽一　先生（愛媛大学医学部附属病院）、西村　佳代子　先生(岐阜大学医学部附属病院) ヒアサ ヨウイチ センセイ エヒメダイガクイガクブフゾクビョウイン ニシムラ  カヨコ  センセイ  ギフダイ゛カク  イガクブ  フゾクビョウイン 

						16:00～17:00		　　講師：犬飼　道雄　先生（岡山済生会総合病院）		I3：GLIM基準（二次性サルコペニア） キジュン ニジセイ

								　C4：がん精査から診断・治療の決定		肝硬変の二次性サルコペニアの診断(握力測定、BIA法)

								　　問診（内容）		講師：行本　敦　先生（愛媛大学医学部附属病院）、西村　佳代子　先生(岐阜大学医学部附属病院) カヨコ  センセイ  ギフダイガク  イガクブ  フゾクビョウイン 

								　　検査（レントゲン、血液、腫瘍マーカー）		I４：不顕性、顕性肝性脳症の診断法

								　　診断と治療（手術・化学放射線療法・免疫療法）		不顕性、顕性肝性脳症の診断法(NPテスト、ストループテスト)

								　　インフォームドコンセント（説明）

						１７：００～１７：３０		　　講師：水野 英彰 先生（悦伝会目白第二病院）		講師：行本　敦　先生、矢野　怜　先生（愛媛大学医学部附属病院）、
西村　佳代子　先生(岐阜大学医学部附属病院) コウシ ユキモト  アツシ  センセイ ヤノリョウ  リョウ  センセイ  エヒメダイガク  イガクブ  フゾク  ビョウイン ニシムラ  カヨコセンセイ  ギフダイガク  イガクブ  フゾクビヨウイン  ビョウイン 

								　E：GLIM基準（実践）

								　　GLIM基準の実践 キジュン ジッセン

				9:00～12:00		合同実地研修（班別） ゴウドウ				F-1：ICU（術後を中心として）ベットサイドで実践

				1班 ハン		9:00～9:45		F-1：ICU（術後を中心として）ベットサイドで実践		管理上の注意点（説明）,ICUモニターの診かた

				2班 ハン		9:45～10:30		管理上の注意点（説明）,ICUモニターの診かた		酸素吸入,尿量,廃液（色・量による判定）

				3班 ハン		10:30～11:１５		酸素吸入,尿量,廃液（色・量による判定）		輸液ポンプの使い方等,血糖等の管理

				4班 ハン		11:１５～１２：００		輸液ポンプの使い方等,血糖等の管理		ICUから一般病棟への転棟基準

				5班 ハン		1２：０0～１２：４５		ICUから一般病棟への転棟基準		講師：水野 英彰 先生（悦伝会目白第二病院）

								講師：水野 英彰 先生（悦伝会目白第二病院）		F-2：経腸栄養剤投与の実践 ケイチョウ エイヨウザイ トウヨ ジッセン

								F-2：経腸栄養剤投与の実践 ケイチョウ エイヨウザイ トウヨ ジッセン		経腸栄養ポンプ（音が鳴った時の対応）

								経腸栄養ポンプ（音が鳴った時の対応）		胃婁・腸瘻（チューブの種類と留置等）

								胃婁・腸瘻（チューブの種類と留置等）		膀胱バルーン ボウコウ

								膀胱バルーン ボウコウ		講師：奥川 喜永 先生（三重大学医学部附属病院）

								講師：奥川 喜永 先生（三重大学医学部附属病院）		F-3：一般病棟　ベットサイドで実践

								F-3：一般病棟　ベットサイドで実践		バイタル確認（血圧、SpO2、体温等

								バイタル確認（血圧、SpO2、体温等		フィジカルアセスメント（皮膚・口腔内の観察）

								フィジカルアセスメント（皮膚・口腔内の観察）		ストマの位置による便性状の違い

								ストマの位置による便性状の違い		講師：中屋 豊 先生（吉野川病院）

								講師：中屋 豊 先生（吉野川病院）		F-4：外来化学療法室　外来化学療法室で実践

								F-4：外来化学療法室　外来化学療法室で実践		管理上の注意点（説明）

								管理上の注意点（説明）		問診（確認内容）

								問診（確認内容）		体重による化学療法のレジメン（投与量）の決定

								体重による化学療法のレジメン（投与量）の決定		化学療法による副作用の出現と対策,骨髄抑制による貧血評価　症例カンファレンス

								化学療法による副作用の出現と対策,骨髄抑制による貧血評価　症例カンファレンス		講師：犬飼　道雄　先生（岡山済生会総合病院） センセイ

								講師：犬飼　道雄　先生（岡山済生会総合病院） センセイ		F-5：エコー検査・診断 ケンサ シンダン

								F-5：エコー検査・診断 ケンサ シンダン		肝の触診、脾の打診

								肝の触診、脾の打診 ヒノ  ダシン 		腹部エコー、フィブロスキャン

								腹部エコー、フィブロスキャン		エラストグラフィーによる肝硬度診断、脂肪減衰法による脂肪肝の程度診断

								エラストグラフィーによる肝硬度診断、脂肪減衰法による脂肪肝の程度診断		講師：日浅　陽一　先生、矢野　怜　先生、行本　敦　先生 （愛媛大学医学部附属病院） ヒアサ ヨウイチ センセイ ヤノ  リョウ  センセイ  ユキモト  センセイ  エヒメ ダイガク イガク ブ フゾク ビョウイン

						12:45～12:55		講師：日浅　陽一　先生、矢野　怜　先生、行本　敦　先生 （愛媛大学医学部附属病院） ヒアサ ヨウイチ センセイ ヤノ  リョウ  センセイ  ユキモト  センセイ  エヒメ ダイガク イガク ブ フゾク ビョウイン		講評・アンケート　研修修了

								講評・アンケート　研修修了

						12:55～13:30				（受験者の方のみ）　昼食・休憩

						13:30～15:00		（受験者の方のみ）　昼食・休憩		肝疾患病態栄養専門管理栄養士認定試験及び同時受験（受験希望者のみ） カンシッカン

								がん病態栄養専門管理栄養士認定試験及び同時受験（受験希望者のみ）





R７.2.8～９

				2月8日（土）



				　　 10:00～10:30　　　　　		受付

				10:30～10:40                 		開会挨拶

				10:40～12:10		A：呼吸・循環動態に関わる講義

						全身管理：血圧,血液ガス,酸素飽和度,心電図,脈,舌状態等 

						講師：中屋 豊 先生（吉野川病院）

				12:10～13:10		昼食（休憩）/ プラネックス内見学 希望者（30分）

				13:10～15:10		B：画像の読み方・がん治療に関わる講義

						    X線撮影（腫瘍・石灰化・肺炎・胸水貯留等）

						X線CT装置,MRI装置,超音波

						C：がん治療に関わる講義；レジメン・放射線療法・免疫療法等

						講師：奥川 喜永 先生（三重大学医学部附属病院）

				15:10～15:20		休憩

				15:20～16:50		D：がん精査から診断・治療の決定

						問診（内容）

						検査（レントゲン、血液、腫瘍マーカー）

						診断と治療（手術・化学放射線療法・免疫療法）

						インフォームドコンセント（説明）

						講師：水野 英彰 先生（悦伝会目白第二病院）

				17:00～17:30		E：GLIM基準（実践）





				2月9日（日）

				　　　 実地研修（班別）

				9:00～12:00

						F-1：ICU（術後を中心として）ベットサイドで実践

				管理上の注意点（説明）,ICUモニターの診かた

				酸素吸入,尿量,廃液（色・量による判定）

				輸液ポンプの使い方等,血糖等の管理

				ICUから一般病棟への転棟基準

				講師：水野 英彰 先生（悦伝会目白第二病院）



				　　　　　　　　　　　　　　		F-2：一般病棟　ベットサイドで実践

				管理上の注意点（説明）

				経腸栄養剤　開始基準,経腸栄養ポンプ,胃婁・腸瘻

				（チューブの種類と留置等）,バイタル確認（血圧、SpO2、

				体温等）

				ストマの位置による便性状の違い

				フィジカルアセスメント（皮膚・口腔内の観察）

				筋肉量測定・GLIM基準判定

				講師：奥川 喜永 先生（三重大学医学部附属病院）



						F-3：外来化学療法室　外来化学療法室で実践

				管理上の注意点（説明）

				問診（確認内容）

				体重による化学療法のレジメン（投与量）の決定

				化学療法による副作用の出現と対策,骨髄抑制による貧血評価　症例カンファレンス

				講師：中屋 豊 先生（吉野川病院）



				12:00～12:15		講評・アンケート　研修修了



				12:15～13:00　　		（受験者の方のみ）　昼食・休憩

				13:00～14:30		がん病態栄養専門管理栄養士認定試験及び同時受験（受験希望者のみ）
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